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決算のポイント：

コロナ禍収束による
世界的なサービス
経済活動の復調

インフレ基調による
原材料価格の高騰

期待できる要素
事業セグメント

食品 海洋 機械 資材
消費行動活発化 ◎ ◎ ◎ ◎

外食・インバウンド
需要回復 ◎ ◎

人手不足で
設備投資活発化 ◎ ◎ ◎

海外販売の拡大 ◎ ◎

営業利益

※食品事業は、事業特性上1Qまで買付が先行
前期在庫の積み増し分を含め、売上ピークの
3Qに向けて順調に対応中

海洋事業の「海外まき網用漁具資材」や「養殖関連」の販売が順調に推移
他方、食品・機械を中心とする原材料高騰分の価格転嫁に取組中、１Q段階では減益

売上高：増収(進捗率23.9%)、営業利益：減益(進捗率24.0%)
原価上昇等で収益性は低下したが、ほぼ想定どおりの決算

海洋事業の漁網漁具や養殖関連の販売が牽引
他方、食品事業の主力商材(すり身・カニ)の販売が苦戦

売上高

期初想定の前提条件

マイナス要因
プラス要因

＞
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2024年3月期1Q決算： 売上微増、減益だが期初計画への進捗は予定通り

（単位：百万円）
2023年

3月期1Q
構成比
（％）

2024年
3月期1Q 構成比

（％）
前年同期比

（％）
期初計画に

対する進捗率(％)

売上高 31,322 100.0 31,351 100.0 +0.1 23.9

売上総利益 2,978 9.5 2,897 9.2 △2.7 −

販売費及び
一般管理費 2,063 6.6 2,152 6.9 ＋4.3 −

営業利益 915 2.9 745 2.4 △18.6 24.0

経常利益 1,012 3.2 855 2.7 △15.5 24.4
親会社株主に帰属する
四半期純利益 731 2.3 662 2.1 △9.5 26.5

海洋事業の養殖関連需要が好調。食品事業の市況低迷、
機械事業の海外案件での前期反動の影響などをカバーし、微増収
海洋事業は増益だが、食品・機械・資材など他の事業の
原価上昇や市況低迷などで減益

売上高：31,351百万円（＋0.1%）

営業利益： 745百万円（△18.6%）
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事業別動向：売上は前年同期比並みに進捗、海洋は養殖関連の販売が好調

（単位：百万円） 2023年3月期1Q
構成比
（％） 2024年3月期1Q

構成比
（％） 前年同期比増減

全体
売上高 31,322 100.0 31,351 100.0 ＋28
営業利益 915 − 745 − △170

食品
売上高 20,365 65.0 19,549 62.4 △815

営業利益 663 52.7 565 49.0 △97

海洋
売上高 4,702 15.0 5,873 18.7 ＋1,171

営業利益 95 7.6 238 20.7 ＋143

機械
売上高 3,254 10.4 2,976 9.5 △278

営業利益 342 27.2 234 20.3 △107

資材
売上高 2,262 7.2 2,205 7.0 △56

営業利益 136 10.9 94 8.2 △41

バイオティックス
売上高 83 0.3 72 0.2 △11

営業利益 △0 − △0 − ＋0

物流
売上高 626 2.0 645 2.1 ＋19

営業利益 △6 − △37 − △30

その他＊
売上高 26 0.1 26 0.1 ＋0

営業利益 19 1.6 20 1.8 ＋0

全社費用 △334 − △371 − △36
＊その他は、不動産賃貸業など。営業利益構成比は、全社費用控除前。

食品は市況や為替の影響で減収減益、機械も前期反動や案件小型化の影響あり
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貸借対照表（要約）： 業容拡大と連動、資産及び資本が着実に積み上がる

（単位：百万円） 2024年3月期1Q 前期末増減

流動負債 48,023 ＋10,067
支払手形・買掛金 15,771 ＋3,188
短期借入金 26,914 ＋6,916
固定負債 16,766 ＋170
純資産 26,066 ＋1,970
株主資本 21,997 ＋1,072
その他包括利益計 4,055 ＋900
負債・純資産合計 90,856 ＋12,208

（単位：百万円） 2024年3月期1Q 前期末増減

流動資産 66,275 ＋11,123
現金及び預金 8,511 ＋897
受取手形・売掛金 19,954 ＋2,792
商品及び製品 31,227 ＋6,588
固定資産 24,464 ＋1,091
有形固定資産 9,856 △28
無形固定資産 796 ＋23
投資その他の資産 13,812 ＋1,096
資産合計 90,856 ＋12,208

資産の部 負債・純資産の部

期初前提条件どおりに経済活動活発化を見込み、昨年末から積極的に水産物在庫を確保
流動資産・負債は前期末比100億円以上増加。ビジネス拡大基調変わらず
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・2022年末に陸上養殖施設が完成、2023年3月から生産(池入れ)を開始
→濾過槽の調整に時間を要し、今夏初出荷予定から若干の遅れ
現在は順調に生育中で、安定した通年出荷に向けて最終準備段階へ
※8/23〜25開催のシーフードショー（東京ビッグサイト）で生育状況をライブ中継

・今年度から年間生産約300tを計画
→将来的には10倍の生産能力、年間約3,000t生産へ検討開始

陸上養殖は初出荷に向けて最終準備段階へ
九州電力他との合弁会社「フィッシュファームみらい」（2021年10月設立）

と建設したサーモン陸上養殖工場がいよいよ稼働開始
（場所：九州電力豊前火力発電所敷地内）

【養殖場施設内】

トピックス

（進捗状況・2023年7月末現在）

【順調に生育するトラウトサーモン】
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本資料に記載されております業績見通し等の将来に関する記載は、
現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
また、本資料の著作権を含む一切の権利はニチモウ株式会社に帰属します。

IRに関するお問い合わせ
ニチモウ株式会社 総務部IR担当

E-mail：ir@nichimo.co.jp
TEL：03-3458-3020 2023年8月10日

mailto:ir@nichimo.co.jp

